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東京ＹＭＣＡの使命
東京ＹＭＣＡは、イエス・キリストによって
示された愛と奉仕の精神にもとづいて、青少
年の精神、知性、身体の全人的成長を願い、
地域社会に奉仕し、公正で平和な世界をつく
るための運動を展開する。
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We
build

strong
kids,strong

families,
strong

communities.
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
、た

く
ま
し
い
子
ど

も
た
ち
、家

族
の
強

い
絆
、支

え
あ
う
地
域
社
会
を
築
き
ま
す
。

会
員
大
会
で
名

誉
会
員
の
推
挙

を
受
け
た
茅
野

徹
郎
氏
が
答
礼

で
「
東
京
キ
リ

ス
ト
教
青
年

会
」
へ
の
所
信

を
述
べ
ら
れ

た
。
最
近
聞
か

な
い
が
以
前
は
こ
れ
が
正
式

名
称
だ
っ
た
。Y

o
u
n
g

M
e
n

’s
C
h
r
i
s
t
i
a
n

A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n

の
和
訳
で

あ
る
。
「
青
年
の
キ
リ
ス
ト

教
的
な
団
体
」
の
意
味
だ
が

「
キ
リ
ス
ト
教
青
年
の
団

体
」Yo

u
n
g

C
h
r
i
s
t
i
a
n

M
e
n

's
A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n

と
は
な
っ
て
い
な
い
。
こ
こ

が
奥
深
い
▼
実
の
と
こ
ろ
、

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
「
キ
リ
ス
ト
教

的
」
で
あ
る
か
ら
こ
そ
宗
教

の
隔
て
を
越
え
て
い
く
の

だ
。
キ
リ
ス
ト
は
隣
人
愛
を

最
重
要
の
掟
と
さ
れ
、
宗
教

的
弱
者
の
隣
人
と
な
ら
れ

た
。
こ
の
宗
教
を
越
え
た
愛

の
実
践
に
倣
う
志
を
大
同
と

す
る
限
り
、
宗
旨
の
違
い
は

小
異
で
あ
る
▼
娑
婆
で
は
方

便
も
必
要
だ
ろ
う
。
キ
リ
ス

ト
教
が
目
立
っ
て
は
具
合
が

悪
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
内

部
で
は
こ
の
キ
リ
ス
ト
教
主

義
を
タ
ブ
ー
と
も
他
人
事
と

も
せ
ず
、
談
論
風
発
し
て
全

会
員
が
自
家
薬
籠
中
の
物
と

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

「
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
使
命
」

と
「
パ
リ
基
準
」
に
学
ぶ
こ

と
は
、
数
多
の
偉
大
な
先
達

の
お
働
き
へ
の
表
敬
で
も
あ

る
▼
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
ど
真
ん
中

に
あ
る
も
の
、
そ
れ
は
正
章

の
中
心
に
あ
る
こ
の
熱
い
祈

り
で
な
く
て
な
ん
で
あ
ろ
う

か
。
「
父
よ
、
す
べ
て
の
人

を
一
つ
に
し
て
下
さ
い
。
」

（
評
議
員

林

正
人
）

赤 三角
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総
主
事
カ
フ
ェ
に
よ
う
こ
そ
。

５
月
27
日
の
会
員
大
会
は
天
候
に
も
恵

ま
れ
、
運
営
委
員
の
皆
さ
ん
の
工
夫
を
凝

ら
し
た
企
画
の
お
か
げ
で
、
ブ
ー
ス
に
よ

る
活
動
報
告
や
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ノ
演
奏
、
サ

イ
レ
ン
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
な
ど
活
況
の
う

ち
に
大
成
功
と
な
り
ま
し
た
。
終
了
後
、

会
員
部
の
新
旧
運
営
委
員
の
歓
送
迎
会
を

兼
ね
た
打
ち
上
げ
が
あ
り
ま
し
た
。
40
人

は
集
ま
っ
た
で
し
ょ
う
か
、
そ
こ
で
一
人

ひ
と
り
、
終
わ
っ
た
ば
か
り
の
会
員
大
会

に
つ
い
て
感
想
や
意
見
を
自
由
に
述
べ
ま

し
た
。
今
回
は
会
員
に
よ
る
手
作
り
で
全

員
参
加
型
の
大
会
で
あ
っ
た
こ
と
が
高
く

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

打
ち
上
げ
で
私
の
前
に
座
っ
て
い
た
方

が
あ
る
こ
と
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の

方
は
今
回
初
め
て
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
会
員
大
会

に
参
加
し
た
そ
う
で
す
が
、
若
い
人
か
ら

高
齢
な
方
ま
で
、
学
生
も
い
れ
ば
職
員
も

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
い
る
、
会
社
の
社
長
か

ら
大
学
の
先
生
、
実
業
家
や
音
楽
家
な
ど

が
み
ん
な
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
く
会
話

を
し
て
い
る
、
こ
ん
な
団
体
見
た
こ
と
あ

り
ま
せ
ん
と
。
確
か
に
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
そ

れ
が
当
り
前
な
の
で
す
が
、
外
か
ら
見
る

と
こ
の
団
体
は
一
体
何
だ
ろ
う
と
思
わ
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
学
校
と
い
え
ば
先

生
や
生
徒
の
集
ま
り
、
会
社
は
社
員
の
集

ま
り
、
サ
ー
ク
ル
は
同
じ
趣
味
を
持
つ
人

の
集
ま
り
で
す
。
で
は
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
ど
の

よ
う
な
人
の
集
ま
り
な
の
で
し
ょ
う
。

答
え
は
き
っ
と
「
誰
か
の
た
め
に
何
か

良
い
こ
と
を
し
た
い
人
の
集
ま
り
」
で

す
。
集
ま
っ
た
人
の
笑
顔
を
見
る
と
本
当

に
そ
う
思
い
ま
す
。
良
い
こ
と
を
す
る
の

に
年
齢
や
職
業
、
所
属
、
肩
書
、
立
場
は

関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
正
章
に

刻
ま
れ
て
い
る
「
す
べ
て
の
人
を
一
つ
に

し
て
く
だ
さ
い
（
『
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音

書
第
17
章
21
節
）
」
の
本
質
が
見
え
た
よ

う
な
気
が
し
た
会
員
大
会
で
し
た
。

東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
総
主
事

東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
を
支
え
る

会
員
が
年
に
一
度
集
ま
り
、

事
業
活
動
の
報
告
と
委
員
の

推
挙
、
各
種
の
表
彰
や
交
流

を
行
な
う
「
会
員
大
会
」
。

15
回
目
と
な
る
今
年
は
5
月

27
日
（
土
）
、
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
東
陽
町
セ
ン
タ
ー
を
会
場

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
テ
ー

マ
は
「
会
員
の
会
員
に
よ
る

会
員
の
た
め
の
大
会
」
。
そ

の
願
い
に
は
、
会
員
大
会
を

魅
力
あ
る
内
容
に
し
て
、
一

人
で
も
多
く
の
会
員
の
方
に

ご
参
加
い
た
だ
き
た
い
と
い

う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
会

員
部
運
営
委
員
会
の
も
と
に

あ
る
会
員
維
持
・
増
強
委
員

会
（
委
員
長
：
笈
川
光
郎

氏
）
で
は
、
も
っ
と
会
員
が

主
体
的
に
大
会
を
担
い
、
自

分
た
ち
の
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
を

実
感
が
で
き
る
に
は
ど
う
し

た
ら
良
い
の
か
を
時
間
を
か

け
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
そ

し
て
、
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
活

動
や
事
業
を
、
ブ
ー
ス
形
式

で
会
員
中
心
に
紹
介
し
て
い

た
だ
く
時
間
を
今
大
会
の
メ

イ
ン
に
し
て
い
く
こ
と
が
発

案
さ
れ
ま
し
た
。
初
め
て
の

試
み
で
、
ブ
ー
ス
の
場
所
や

形
、
内
容
な
ど
詳
細
に
検
討

し
、
会
員
部
運
営
委
員
と
ブ

ー
ス
担
当
の
会
員
・
職
員
全

員
が
力
を
合
わ
せ
て
当
日
を

迎
え
ま
し
た
。
10
の
ブ
ー
ス

2017年度会員部運営委員

◆再任（15名）

相川 達男 上田 晶平 柿沼 敬喜

金丸 満雄 工藤 大丈 菰渕 光彦

高橋 伸 直井 道子 中村 周三

中村 孝誠 長谷川あや子 林 正人

宮谷 直幸 村杉 克己 山口 直樹

◆新任（5名）

小原 武夫 小原史奈子 篠田 秀樹

東矢 高明 綿引 康司

◆退任（5名）＊任期満了

笈川 光郎 大橋めぐみ 小松 重雄

長谷川正雄 長津 徹

Volunteer of the Year
ボ ラ ン テ ィ ア ・ オ ブ ・ ザ ・ イ ヤ ー

林 秀人さん（東陽町センター） ＊写真左端

社会体育･保育専門学校の実習としてキャンプに参加して以

来、障がい児のキャンプなど、多くの活動に積極的に参加。
東陽町センターキャンプの看板的な存在。

大木 梨名さん（江東センター） ＊左から2番目

小学生の野外活動はじめ、キャンプやバザーなど江東センタ

ーのプログラム全般で先頭にたって活動。いつも元気いっぱ

いに子どもと遊んでくれる良きリーダー。

中村 有里さん（西東京センター) ＊写真中央

大学1年生から4年間、幼児から高校生、知的障がい児･者の活動

など幅広く参加。リーダートレーニングでも活躍し他のリーダ

ーにも慕われる。

久保田 美穂さん（山手センター） ＊右から2番目

大学1年生から幼児の野外グループ活動、小中学生のキャンプ

や障がい児プログラムなどに幅広く参加。パワフルさと柔軟

さを兼ね備え、子どもにもリーダー仲間にも人気がある。

梅原 大樹さん（南センター） ＊写真右端

ＮＹフロストバレーでのジュニアリーダー経験を経て、2015

年から南センターでリーダーに。幼児、小学生の野外グルー

プ活動や障がい者プログラムなど幅広く活躍。

Youth Volunteer of the Year
ユ ー ス ボ ラ ン テ ィ ア ・ オ ブ ・ ザ ・ イ ヤ ー

今年の「ボランティア・オブ・ザ・イヤー」は、

熊本大地震後全19回にわたってチャリティーコンサ

ートを開催した「熊本大地震復興支援マラソンチャ

リティーコンサート実行委員会」が受賞しました。

震災後、被災地のために何かしたいと8人の実行委

員が集まり、さまざまなジャンルの音楽家たちに声

をかけたところ協力者の輪が広がり、また都内の教

会も会場を提供してくださって、7月から5ヶ月間で

19回のコンサートを開催。来場者は延べ800人以上、

益金総額は185万9,611円になりました。

写真は当日参加した実行委員。左から安倍愛樹さ

ん(日本基督教団久我山教会牧師)､飯靖子さん(委員

長･音楽家･本会理事)､曽我部清典さん(音楽家)

で
は
そ
れ
ぞ
れ
に
工
夫
を
凝

ら
し
た
発
表
が
行
わ
れ
、
東

陽
町
セ
ン
タ
ー
１
階
は
賑
や

か
に
人
で
溢
れ
か
え
り
ま
し

た
。
（
▼
＝
2
面
）

な
お
、
今
年
度
の
名
誉
会

員
に
は
元
理
事
長
の
茅
野
徹

郎
さ
ん
が
推
挙
さ
れ
（
＝
2

面
「
ぶ
ど
う
の
枝
」
）
、
ま

た
左
記
の
20
名
の
会
員
が
会

員
部
運
営
委
員
と
し
て
推
挙

さ
れ
ま
し
た
。

第
3
部
の
交
流
会
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
た
ち

に
よ
る
キ
ャ
ン
プ
ソ
ン
グ
の

ほ
か
森
田
英
介
さ
ん
に
よ
る

ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ノ
演
奏
、
恒
例

の
サ
イ
レ
ン
ト
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
な
ど
で
楽
し
い
ひ
と
時
と

な
り
ま
し
た
。

会
員
大
会
へ
の
参
加
者
は

一
昨
年
１
１
６
名
、
昨
年
１

世代や立場を越えて集まった会員たち

キャンプソングを歌うボランティアリーダーたち

熊本地震復興支援
マラソンチャリティーコンサート実行委員会

３
４
名
、
今
年
１
４
３
名

と
徐
々
に
増
え
て
い
ま

す
。
来
年
は
さ
ら
に
多
く

の
会
員
の
皆
様
に
ご
参
加

い
た
だ
け
る
素
晴
ら
し
い

大
会
に
な
る
予
感
が
す
る

今
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
会
員
部

沖

利
柯
）

菅
谷

淳

会
員
大
会
開
催

会
員
が
企
画･

運
営

多
彩
な
活
動
を
紹
介

第15回
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Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
出
会
っ
た
の
は
、
敗

戦
ま
も
な
い
高
校
生
の
時
。
軍
国
主

義
か
ら
民
主
主
義
へ
と
急
激
に
変
化

す
る
中
、
新
し
い
価
値
観
を
見
出
し

た
い
と
地
元
の
山
梨
県
韮
崎
教
会
を

訪
れ
た
の
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
そ

こ
で
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
主
事
と
出
会
い
、
母

校
の
韮
崎
高
校
に
ク
ラ
ブ
活
動
「
ハ

イ
Ｙ
」
（
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
）
を
設
立
。
友
人
ら
と
聖
書
を
読

み
、
奉
仕
活
動
や
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ

な
ど
を
し
た
。
「
共
に
汗
を
流
し
て

語
り
合
っ
た
経
験
は
、
そ
の
後
の
生

き
方
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
く
れ

た
」
。
高
校
３
年
生
の
時
に
受
洗
。

そ
の
後
、
国
際
基
督
教
大
学
の
１
期

生
と
な
っ
て
上
京
し
た
。

社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
は
多
忙
だ

っ
た
上
、
国
内
外
を
15
回
も
転
居
し

た
た
め
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
か
ら
遠
の
い
て
し

ま
っ
た
が
、
ア
メ
リ
カ
に
赴
任
し
た

79
年
に
再
会
し
た
。

当
時
ア
メ
リ
カ
で
は
、
ド
ロ
ッ
プ

ア
ウ
ト
し
た
青
少
年
の
更
生
の
た
め

さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
試
み
ら

れ
て
い
た
が
、
中
で
も
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が
始
め
た
ミ
ニ
バ

イ
ク
を
使
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
効
果

が
高
く
、
ア
メ
リ
カ
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
同
盟

は
こ
れ
を
全
米
で
取
り
組
も
う
と
企

画
（N

Y
P
U
M

＝N
a
t
i
o
n
a
l
Y
o
u
t
h

P
r
o
g
r
a
m

U
s
i
n
g
M
i
n
i
b
i
k
e

）
、

ミ
ニ
バ
イ
ク
を
製
造
し
て
い
た
我
が

社
に
コ
ン
タ
ク
ト
し
て
き
た
。
す
で

に
前
任
者
が
社
会
貢
献
の
一
環
と
し

て
協
力
す
る
こ
と
に
し
て
い
た
が
、

そ
れ
を
引
き
継
ぎ
、
全
米
で
の
展
開

に
向
け
相
当
数
の
ミ
ニ
バ
イ
ク
を
寄

贈
し
、
安
全
運
転
の
指
導
な
ど
も
行

な
っ
た
。
以
後
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ

ル
フ
な
ど
に
も
参
加
し
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

と
の
付
き
合
い
は
深
く
な
っ
た
。

90
年
に
帰
国
。
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の

会
員
に
な
っ
た
。
91
年
か
ら
評
議

員
、
監
事
、
理
事
、
理
事
長
な
ど
を

歴
任
し
、
神
田
会
館
の
閉
鎖
や
公
益

法
人
改
革
な
ど
、
激
変
し
て
い
く
東

京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
を
支
え
た
。
２
０
０
３

年
前
後
に
学
生
寮
「
山
手
学
舎
」
の

廃
止
を
め
ぐ
っ
て
意
見
の
対
立
が
起

き
た
際
に
は
、
自
ら
数
十
人
の
寮
生

や
Ｏ
Ｂ
に
会
っ
て
話
を
聞
き
、
山
手

学
舎
に
は
意
義
が
あ
る
と
判
断
。
財

政
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
後
援
会
を

組
織
し
、
存
続
の
道
を
開
い
た
。

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
だ
け
で
な
く
国
際
基
督

教
大
学
や
キ
ー
プ
協
会
で
も
役
員
を

務
め
、
企
業
経
営
の
手
腕
を
活
か
し

た
。
特
に
、
ア
メ
リ
カ
の
寄
付
文
化

を
目
の
あ
た
り
に
し
た
経
験
か
ら
、

学
校
や
団
体
で
の
寄
付
の
大
切
さ
を

説
く
。
「
寄
付
し
た
こ
と
を
誇
り
に

思
え
る
よ
う
な
寄
付
が
大
切
で
す
。

日
本
の
寄
付
文
化
は
ま
だ
ま
だ
こ
れ

か
ら
で
す
よ
」
。
（
文
・
広
報
室
）

東京ＹＭＣＡ名誉会員

アメリカ ホンダ元社長

茅野 徹郎さん（85歳）

ち の て つ おＹＭＣＡの人

会員が紹介する ＹＭＣＡの会員活動

↑学生寮「山手学舎」

格安の学生寮としてＮＨＫでも紹介され
た「山手学舎」。寮生活のほか被災地で
のボランティア活動などを舎生が紹介。

↑「ベテランティア」

「人生のベテラン」であるシニアを対象
に20年余り開催しているボランティア活
動スタート講座。

↑にほんご学院

約150人の留学生が日本語を学ぶ「にほ
んご学院」。学校の特徴や日本での生活
について、留学生が紹介しました。

↑国際協力・国際交流

バングラデシュＹＭＣＡの教育支援や青
少年の国際交流活動などを委員が紹介。
来場者と共にその意義を考えました。

↑音訳ボランティア」
目の不自由な方のために文字などを音声
化するサークル「シジュウカラ」は、実際
の録音テープを使って活動を紹介。

↑被災地応援販売コーナー

被災地を支援するため、会場で東北や
新潟などの地産品を販売する会員の皆
さん｡

↑liby･高等学院

オープンスペースliby（リビー）と通信
制高校サポート校「高等学院」は、子ど
もたちの日常などを紹介した。

↑山中家族キャンプ

山中湖センターで86年にわたって開催し
ている家族キャンプについて、実行委員
の方々が紹介。

↑障がい児･者プログラム

障がいのある方の余暇活動とその意義な
どを、実体験を交えて紹介するユースボ
ランティアリーダー

↑江戸城ファミリーウォーク
江戸城に関する講演を聴き、歴史に思い
を馳せながら江戸城内外を歩くイベン
ト。その魅力と30年余の活動歴を紹介。

↑神田川船の会
神田川等を船でめぐる"歴史クルーズ"。
「蘇れ神田川！」をテーマに1979年から
年2回開催。特製せんべいも販売。

今年の会員大会は、会員がブースを出して
日ごろの活動を紹介しました。

第3部の会場の様子。軽食とジャズピア
ノ演奏、サイレントオークションなど
を楽しみながら和やかに交流しまし
た。

全国のＹＭＣＡは、これからも地域社会においてなくてはならない存在で

あり続けるために、ブランディング・プロジェクトに取り組み、2016年6月

に「ＹＭＣＡブランドコンセプト」を定めました（下図）。ＹＭＣＡが願

う世の中の姿をビジョンとして示し、社会に提供できるＹＭＣＡの「宝＝

価値」を磨き、その価値を広く効果的に伝えることによって、より多くの

方から共感、支援、賛同を得ることを目指しています。

ＹＭＣＡブランドコンセプト

Vision ＹＭＣＡが実現したい世の中の姿

互いを認め合い、高め合う

「ポジティブネット」のある豊かな社会を創る。

＊互いの存在や個性を認め合い、高め合うことのできる、善意や前向きな気持ちによ

ってつながるネットワークのこと。課題の多い社会の中で、それは、生きるための

ひとつの選択肢となっていく。私たち日本ＹＭＣＡは、グローバルなネットワーク

基盤を活かしてポジティブネットを広げ、希望あるより豊かな社会を作ります。

Value ＹＭＣＡがステークホルダーに提供を約束する価値

したい何かがみつかり、誰かとつながる。

私がよくなる、かけがえのない場所。

「みつかる つながる よくなる」

Personality ブランドとして備えているべき個性、らしさ

心をひらき、わかち合う。

前向きで、まわりを惹きつける 魅力をもつ。

上記コンセプトに示されたＹＭＣＡを表す新たなロゴマークとスローガン

が10月1日に公開予定です。ご期待ください。

（日本ＹＭＣＡブランディングタスクチーム

東京ＹＭＣＡ副総主事 星野太郎）

ＹＭＣＡブランディングプロジェクト進行中

ロゴマークが変わります 2017年10月1日公開予定

お知らせ



東 京 Ｙ Ｍ Ｃ Ａ( 3 )

東京ＹＭＣＡインターナショナル

スクール(ＴＹＩＳ)は5月22～24

日、各国の文化を学ぶ「カルチャー

ウィーク」を開催。フィンランド、

モルジブ、ナミビアの大使による講

演のほか、生徒や保護者らが8つの

教室を使い、母国の郷土料理や伝承

遊びなどを披露しました。最終日の

24日には「アフリカン･ドラムカフ

ェ」が来場。150個のドラムが生徒一人ひとりに用意され、ア

ーティストと一緒に全員でたたきました。このグループは、

ドラミングの楽しさや癒しの力、人をつなぐ力などに着目し

て世界各地で活動しており、東日本大震災以降は仙台でNPO法

人をたちあげ、今も被災地を支援しています。当校教師が声

をかけたところ、子どもたちのためにと急きょ仙台から駆け

つけてくれました。（http://www.drumcafe.jp/）

多くの方の協力で、子どもたちはそれぞれの文化の魅力を

楽しく体験することができました。

第746号２０１７年６月１０日

江東区の石島、扇橋、千石な

ど、８つの町会とＹＭＣＡが協

働で開催している 「深川八ヶ

町（はっかちょう）こども大運

動会」。34年目となる今年は5

月14日、江東区の千石運動場で

開催。前日までの雨で会場の変

更が検討されましたが、当日は

グランドの状態もよく、予定ど

おりにスタート。山﨑孝明江東

区長も来場くださる中、子どもたち400人が大玉送り競争、綱引

き、パン食い競争、町会対抗リレーなどを元気いっぱいに楽し

みました。

ＹＭＣＡからは、幼児・小学生50人ほどが参加。多くの保護

者、小学校の先生、町会長や町会の役員方々など、地域の皆さ

んの大声援が一つになって、運動場いっぱいに響きわたりまし

た。

この運動会はもともと江東ＹＭＣＡ幼稚園の保護者や町会関

係者の発案で始まったもの。ＹＭＣＡが事務局となり、ボラン

ティアリーダーやワイズメンズクラブの力もかりて30年以上に

わたって継続している、貴重なコミュニティー活動です。

今年の主催は「深川八ヶ町連合子ども会」「北部ジュニアリ

ーダーズクラブ」「東京ＹＭＣＡ江東コミュニティーセンタ

ー」。ＹＭＣＡは競技進行や準備などの事務局を担当し、スタ

ッフ6人のほか、ボランティアリーダー10人が参加して大活躍し

ました。 （江東コミュニティーセンター 草分俊一）

■深川八ヶ町こども大運動会に400人参加

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
が
ス
ポ
ー
ツ
体
験

日
本
代
表
選
手
た
ち
が
指
導

肢
体
不
自
由
児
と
そ
の
家

族
を
対
象
に
5
月
3
日
、
三

菱
商
事
株
式
会
社
と
東
京
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
が
共
催
で
新
豊
洲
の

B
r
i
l
l
i
a

（
ブ
リ
リ
ア
）

ラ
ン
ニ
ン
グ

ス
タ
ジ
ア
ム

を
会
場
に
「
第
2
回

ド
リ

ー
ム
キ
ャ
ン
プ
」
を
実
施
し

ま
し
た
。

晴
天
に
恵
ま
れ
、
21
家
族

60
人
が
参
加
。
障
が
い
者
ス

ポ
ー
ツ
日
本
代
表
選
手
等
の

指
導
で
、
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ

ト
、
チ
ェ
ア
ス
キ
ー
、
レ
ー

サ
ー
（
陸
上
競
技
用
の
車
い

す
）
、
ボ
ッ
チ
ャ
、
車
い
す

ラ
ク
ビ
ー
の
体
験
を
し
ま
し

た
。今

回
は
シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
女
子
マ
ラ
ソ
ン
金
メ

ダ
リ
ス
ト
の
高
橋
尚
子
さ
ん

も
応
援
に
来
て
く
だ
さ
り
、

子
ど
も
た
ち
は
、
パ
ワ
フ
ル

で
愉
快
な
ア
ス
リ
ー
ト
に
囲

ま
れ
て
緊
張
し
つ
つ
も
、
笑

顔
で
各
種
目
に
挑
戦
し
て
い

き
ま
し
た
。

球
技
は
、
車
い
す
と
ボ
ー

ル
の
操
作
を
一
緒
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
難
し
さ
も
あ

り
ま
す
が
、
少
し
ず
つ
段
階

を
踏
ん
で
ゲ
ー
ム
ま
で
体

験
。
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を

感
じ
、
新
し
く
仲
間
を
つ
く

る
き
っ
か
け
に
も
な
っ
た
よ

う
で
す
。

東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
学
生
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
も
参
加

し
、
子
ど
も
た
ち
の
サ
ポ
ー

ト
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
指

導
な
ど
、
日
ご
ろ
の
経
験
を

活
か
し
て
運
営
の
補
助
を
担

い
ま
し
た
。

保
護
者
同
士
の
交
流
時
間

も
あ
り
、
日
常
の
情
報
交
換

や
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
か
ら
の

ア
ド
バ
イ
ス
に
、
新
し
い
ヒ

ン
ト
を
得
た
よ
う
で
し
た
。

終
了
時
に
は
「
ま
た
開
催
し

て
ほ
し
い
」
と
嬉
し
い
感
想

が
多
数
寄
せ
ら
れ
、
次
回
を

楽
し
み
に
し
な
が
ら
キ
ャ
ン

プ
を
終
え
る
こ
と
が

で
き

ま
し
た
。

東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
14
年
度

よ
り
三
菱
商
事
株
式
会
社
と

共
催
で
月
1
回
、
主
に
発
達

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち

を
対
象
に
、
親
子
で
球
技
や

水
泳
を
楽
し
む
「
ド
リ
ー
ム

ク
ラ
ス
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
今
回
は
、
肢
体
不
自
由

児
を
対
象
と
し
た
キ
ャ
ン
プ

で
し
た
が
、
障
が
い
の
有
無

や
種
類
に
よ
ら
ず
に
誰
も
が

さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
め
る
よ
う
、
活
動
を
推
進

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
（
山
手
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
セ
ン
タ
ー
大
津
桃
子
）

■各国文化を体験 TYIS カルチャーウィーク

江東センターと８つの町会が協働開催

アフリカン・ドラムカフェも来場

球技は車いすとボールを一緒に操作する
ため難しいが、選手と一緒に挑戦した。

フロストバレーでは、6月中旬か

らディレクターやリーダーのトレー

ニングが始まり、7月初旬から2ヶ月

間、サマーキャンプが実施されま

す。350名ほどのキャンパー、35人

ほどのリーダーたちとの熱い夏が今

から楽しみです。

今年は日本から7名のリーダーが

このサマーキャンプのために渡米し

ます。そのリーダーたちの飛行機の

手配について先日、取引先の旅行代

理店から「帰国の飛行機の時間と空

港が変更になりました」と連絡があ

りました。予約時の手違いだったよ

うですが、空港まで間違っていたこ

とには驚きました。代理店担当者に

尋ねたところ、アメリカではあまり

珍しいことではないそうです。

アメリカは謝らない国だと言われ

ます。逆に日本人は謝りすぎるとも

言われます。アメリカは分業、責任

の分散が確立されているため、悪い

のはミスをした部署であって、カス

タマーサービスセンターが謝る必要

はないと考えるようです。日本で

は、従業員一人ひとりが会社、団体

を背負い、責任を共有します。その

ため、別の部署の間違いであっても

謝る文化があります。アメリカで

は、電車の遅延なども度々起こり、

理不尽に待たされることもありま

す。内心は皆かなりイライラしてい

ると思いますが、文句は言いませ

ん。日本では、電車が遅れる度に声

を荒げて文句を言う人々がいます。

そのため駅員は、自分に責任はなく

ても「遅れて申し訳ございません」

と謝罪します。

先日、「日本の過剰労働は『お客

様』の暴走が原因」と題した社説を

読みました。日本のサービスは「お

もてなし」という言葉に表されま

す。「心をこめて客の世話をする」と

いう意味だそうです。ただ現在、そ

の意味がサービス提供者側からの一

方的な奉仕と理解され、いわゆる

「お客様は神様」の状況を生み、客

の立場が異常に高く、「客は思うま

まに振舞ってよい」という勘違いを

生んでいます。元来「おもてなし」

とは、まず客を思いやる気持ちがあ

り、客もその厚意を感じて感謝す

る、「お互いに心地よくなるための

心遣い」でした。過剰なサービスを

提供するための過剰労働は、「やっ

てもらって当然」だと思ってしまっ

た「お客様」に問題があるようです。

社会はさまざまなサービスで溢れ

ていますから、誰もがサービスの提

供者にもなるし、受益者にもなりま

す。「お互いに心地よくなるための

心遣い」に努めたいものです。

（在フロストバレーＹＭＣＡ

鳩山徹郎）

チ
ャ
イ
ル
ド
ケ
ア
職
員
全
体
研
修
会

深
井
智
朗
氏

講
演

５
月
27
日
、
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
の
児
童
・
保
育
事
業
に
関

わ
る
職
員
１
３
０
名
が
一
堂

に
会
し
て
春
の
全
体
研
修
が

行
わ
れ
た
。
こ
こ
数
年
、
春

季
研
修
は
外
部
講
師
か
ら
講

義
を
い
た
だ
き
、
秋
に
は
そ

の
課
題
を
各
現
場
が
ど
う
取

り
組
ん
で
き
た
か
を
事
例
発

表
し
て
お
り
、
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
の
新
澤
誠
治
先
生
に
総
括

を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

今
年
は
東
洋
英
和
女
学
院
大

学
副
院
長
で
牧
師
の
深
井
智

朗
先
生
を
お
迎
え
し
て
「
正

し
く
愛
す
る
こ
と
、
正
し
く

愛
さ
れ
る
こ
と
～

キ
リ
ス

ト
教
保
育
の
作
法
」
と
題

し
、
キ
リ
ス
ト
教
保
育
の
原

点
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

多
く
の
キ
リ
ス
ト
教
保
育

を
行
う
園
が
「
キ
リ
ス
ト
教

保
育
と
は
？
」
と
い
う
問
い

に
簡
潔
に
答
え
ら
れ
な
い
ジ

レ
ン
マ
を
抱
え
て
い
る
が
、

深
井
先
生
に
よ
る
と
学
問
と

し
て
の
キ
リ
ス
ト
教
保
育
は

確
立
さ
れ
て
お
ら
ず
、
園
で

脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た

作
法
を
学
ぶ
こ
と
が
そ
の
理

解
に
通
じ
る
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。

多
く
の
学
び
と
指
針
を
い

た
だ
い
た
研
修
だ
っ
た
が
、

特
に
印
象
に
残
っ
た
の
が
ド

イ
ツ
の
メ
ル
ケ
ル
首
相
の
父

親
の
話
で
あ
る
。
彼
女
の
父

親
は
ド
イ
ツ
が
ま
だ
東
西
に

分
か
れ
て
い
た
こ
ろ
、
伝
道

師
と
し
て
東
ド
イ
ツ
に
派
遣

さ
れ
た
が
宗
教
活
動
は
禁
止

さ
れ
て
お
り
、
教
会
を
建
て

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た

め
、
代
わ
り
に
幼
稚
園
を
作

っ
た
と
い
う
。
「
聖
書
の
話

を
す
れ
ば
密
告
さ
れ
て
し
ま

う
と
い
う
状
況
の
中
で
、
幼

稚
園
に
何
が
な
け
れ
ば
い
け

な
い
の
か
と
い
う
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
そ
れ
は
愛
す
る
こ

と
だ
っ
た
。
何
か
を
語
る
こ

と
が
で
き
な
い
中
で
、
子
ど

も
た
ち
を
良
く
抱
き
し
め

た
」
と
い
う
。

私
た
ち
の
保
育
に
何
が
最

も
必
要
か
と
い
う
こ
と
を
改

め
て
教
え
て
い
た
だ
い
た
研

修
だ
っ
た
。

（
世
代
間
交
流
事
業

統
括

波
多
啓
造
）

保護者にアドバイスする選手たち。
（写真左から）池崎大輔選手、廣道純
選手、高橋尚子さん

高
橋
尚
子
さ
ん
も
来
場

東
洋
英
和
女
学
院

大
学
副
院
長
／
牧
師


	2017年6月01面
	2017年6月02面修正
	2017年6月03面

